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竹中憲一教授
　
略歴および研究業績
履歴書
一九四六年十一月長崎県に生れる　　　
学
　　
歴
一九七三年三月
　
早稲田大学第一文学部文学科中国文学専修卒業
一九八〇年十月
　
北京外国語学院中文系修了
　　　
職
　　
歴
一九七六年四月より一九八一年九月まで
　
日中学院専任講師
一九八一年九月より一九八五年三月まで
　
外務省国際交流基金派遣
　
在中国日本語教師研修センター講師
一九八五年 月より一九八六年三月まで
　
外務省国際交流基金派遣
　
在中国日本学研究センター講師
一九八 年四月より一九九三年三月
　
早稲田大学法学部専任講師
一九九三年四月
　
早稲田大学法学部助教授
一九九 年四月
　
早稲田大学法 部教授
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二〇一六年四月
　
早稲田大学法学学術院名誉教授
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業績一覧
　　
〔単行本（一九八一年〜二〇一五年） 〕
一九八一年／一九九四年
　『中国雑誌所蔵目録
　
一九四九年〜一九六五年』
　
竜渓書舎／不二出版
一九八一年八月上旬号
　『現代中国映画解説総目録（一九四九〜一九六七） ・上』
　
アジア經濟旬報
一九八一年八月中旬号
　『現代中国映画解説総目録（一九四 〜一九六六） ・下』
　
アジ 經濟旬報
一九八三年二月 日
　『中国文芸理論に関する文献解題・総目録：一九四九〜一九六六』
　
不二出版
一九八五年十二月 日
　『北京における魯迅』
　
不二出版
一九八七年十 月
　『日本との三十年
　
中日友好随想録』孫平化著
　
竹中憲一訳
　
講談社
一九八七年
　『中国へかける橋一』江尻健二との共著
　
亜紀書房
一九八八年六月一日
　『北京歴史散歩』 （初版）
　
徳間書店
一九九一年七月発行
　
汉语和日语里的字序颠倒现象
　
上海外語教育出版社
一九九五年八月出版
　『営口における日本軍政下の教育事業（戦後日本五十年） 』
　
中国東北師範大学出版
二〇〇〇年
　『在満日本人用教科書集成』全七巻
　
柏書房
二〇〇 年
　『日本植民地教育史論一』渡部宗助、竹中憲一／共編
　
東方書店
二〇〇 年六月一日
　『 「満州」における教育の基礎的研究』全六巻
　
柏書房
二〇〇一年
　『教育における民族的相克
　
日本植民地教育史論一』 （共編）
　
東方書店
二〇〇一年十一月
　「関東州における対中国人中等教育」
　
旅順第二中学校
　
　
宇野重昭編
　『深まる侵略
　
屈折する
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抵抗
　
一九三〇年〜四〇年代の日中のはざま
　
』　
宇野重昭編
　
研文出版
二〇〇二年八月一日
　『 「満州」植民地日本語教科書集成』一〜七
　
緑蔭書房
二〇〇三年三月一日
　『大連アカシアの学窓：証言
　
植民地教育に抗して』
　
明石書店
二〇〇四年 月
　『満州オーラルヒストリー』斉紅江
　
編著／竹中憲一
　
翻訳
　
皓星社
二〇〇五年七月一日
　『 「満州」植民地中国人用教科書集成』全八巻
　
緑蔭書房
二〇〇六年
　『 「満州」における教育の基礎的研究
　
中国人教育』全三巻
　
柏書房
二〇〇七年七月一日
　『近代中国儒学思想史』
　
劉大年著
　
中国近代史研究所
　
翻訳
　
汲古書院
二〇〇七年十 月一日
　『大連歴史散歩』
　
皓星社
二〇一二年十一月一日
　『人名事典「満州」に渡った一万人
　
本編』 『同上
　
索引編』
　
皓星社
二〇一五年十月一日
　『近代語彙集』
　
皓星社
　　
〔論
　　
文〕 （一九七一年〜二〇〇四年）
一九七一年
　
沁園春〈雪〉試解
　　
その「嬌」について
　
　
アジア文学の会
一九七三年
　
東亜同文書院と荒尾精
　　
ある情報将校の侵略的連帯論
　
　
雑誌「情況」
一九八〇年
　『大家进行外语教学的新长征』
　
北京外国語学院付属外国語学校
一九八〇年
　『日語』 『ことば（教科書） 』
　
北京外国語学院付属外国語学校
一九八六年
　『北京逍遙
　　
老舎・茅盾・梅蘭芳の故郷をたずねて
　
　
早稲田大学中国文学会
　
集報
一九八七年
　
中国人に見られる口頭表現誤用の傾向
　
早稲田大学語学教育研究所
　
IL
T
 N
E
W
S 八十二号
285 竹中憲一教授　略歴および研究業績
一九八八年
　
中国語と日本語における字順の逆転現象
　
明治書院
一九八八年
　
中国語の略語
　
明治書院
一九八八年
　
現代 の諸問題
　
早稲田大学社会科学研究所
一九八八年
　
中国における程度副詞と形容詞の共起関係
　
日中学院出版局
一九八八年
　
中国における日本 教育
　
早稲田大学社会科学研究所
一九八 年
　［日本語教師に聞く（十） ］羨望と屈辱
　
アルク
一九九一年
　
芥川龙之介与
　
上海外语教育出版社
一九九一年
　
漢訳聖書『聖教直解』 『四史攸編』について
　
早稲田大学法学会
一九九一年
　
大连商业学堂的实业教育
　
北京教育志编纂委员会
一九九一年
　
方向を示す介詞について
　
人文論集（三十）
一九九三年
　
日本の関東州、満鉄付属地における中国人教育
　
「満州国」成立以前
　
人文論集（三十一）
一九九四年
　「満州」における中国語教育第一巻〜第五巻
　
人文論集（三十二）
一九九五年
　
南金書院民立小学堂と岩間徳也
　
社会科学討究四十一（一）
一九九六年
　
露治時代における関東州の教育
　
社会科学討究四十二（二）
一九九七年
　「滿洲国」成立以前的「关东州」 、 「滿铁附属地」的中国语教育
　
辽宁省教育史志编纂委员会
一九九七年
 
日露戦争前後の「満州」における対中国人教育
　
日本植民地教育史研究
　
　
平成九年文科省科学研究
費・基盤研究
一九九八年
　
清末民国期の間島における朝鮮人教育政策についての一考察
　
人文論集（三十七）
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一九九八年
　
日本军政统治时期对中国人的「教育」
　
北京教育志编纂委员会
一九九八年
　
旅順工科學堂における中国人教育
　
アジア太平洋研究センター（中国部会）
一九九 年
　
日本占領・植民地化の中国教育史に関する日中共同研究
　
科研費助成事業
二〇〇〇年
　「間島における民族主義組織による朝鮮人教育」
　
東アジア研究（二十七）
二〇〇 年
　
日露戦争軍政下の対中国人教育方針をめぐって
　
嶋田道彌著『満州研究史』の誤解
　
アジア教育史研究
（九）
二〇〇一年
　「満州」における中国人用歴史教科書について
　
教育史学会第四十五回大会／上越教育大学
二〇〇二年
　
旧「満州」における植民地教育体験者の調査
　
文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書
二〇〇四年
　
オーラルヒストリー覚書（植民地教育体験 記憶）
　
（オーラルヒストリーを考える
　
私の体験）
　
植
民地教育史研究年報（七）
　　
〔随
　　
筆〕 （一九八一年〜二〇一四年）
一九八一年
　
日中学院三〇周年を記念し王力先生を暖かくむかえよう
　
日中学院報十五号
一九八四年
　
歴史を切り取ってきた写真家：呉印咸
　
アジア經濟旬報（一二九八）
一九八四年
　
劉志丹をそだてた老教育家
　
王森然
　
アジア經濟旬報（一二九九）
一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇一
　
北京のお墓
　
印象深い革命公墓
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇二
　
毛主席の「下宿」若き日に共同生活
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇三
　「文革」まで予見できず
　
曹老公館「風見鶏」の悲劇
　「日本と中国」記事
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一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇四
　
何を思っていた？
　
北京駅に着いた魯迅
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇五
　
魯迅の住まい
　
息吹にふれて
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇六
　
魯迅と北京図書館
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇七
　
鐘に恨みは数々ござる
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇八
　
義和団の古戦場
　
今は工場に
　
カトリック教会北堂跡
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
〇九
　
元代の官僚
　
養成所国子監
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十
　
河北第二監獄
　
ゲリラ地区、今は観光地
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十一
　
悲しい采女塚
　
逆さに映る「前世紀の姿」
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十二
　
マルコポーロが渡った橋
　
廬溝橋その一
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十三
　
厳しい歴史陳列館
　
廬溝橋その二
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十四
　
数ヵ所あった？
　
王府井の井戸
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十四
　
夜明けに離れる？
　
双塔
　
北京塔めぐり一
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十五
　
風にのる風鐸の音
　
北京塔めぐり二
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十五
　「Ｅ・スノーの墓」
　
北京大学未明湖のほとり
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十六
　
大観園はいずこ
　
恭王府跡
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十六
　
白塔は赤かった
　
北京塔めぐり三
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十七
　
地下で密かに印刷「向導」の印刷所跡
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
北京ところどころ
　
十七
　
太鼓の音も「苦苦苦」
　
科挙の試験場跡
　
貢院
　「日本と中国」記事
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一九八四年
　
北京ところどころ
　
十八
　
三大事業の一つ「四庫全書」
　
円明園の文源閣
　
　「日本と中国」記事
一九八四年
　
延安洞窟の版画家：彦函
　
アジア經濟旬報（一三〇二）
一九八五年
　
藤堂先生もう一度歩いて下さい
　
日中学院報一二二号
一九八七年
　
藤堂先生と幻のチョコレート
　
日中学院報一四五号
一九八七年
　
ことばの十字路Ⅰ
　
日中同型語における感情表現
　
日中学院報一四五号
一九八七年
　
ことばの十字路Ⅱ
　
色彩形容詞と程度副詞の共起性
　
日中学院報第一四九号
一九八七年
　
ことばの十字路Ⅲ
　
形容詞の否定表現
　
日中学院報第一五〇号
一九八七年
　
ことばの十字路Ⅳ
　
抽象概念を示す形容詞と程度副詞の共起性
　
日中学院報第一五二号
一九八七年
　
ことばの十字路Ⅴ
　
感情形容詞と感情を表す名詞の共起性
　
日中学院報第一五四号
二〇〇三年
　
大連の郭老太太…郭安娜 故居
　
日本郭沫若研究会事務局
二〇一四年
　
写真集「大平学校」における学生たち
　
北京日本語研修センター
